
生産性向上支援訓練のご案内
生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識などを習得する職業訓練です。

全国のポリテクセンター等に設置した生産性向上人材育成支援センターが、専門的知見を有する民間機関

等と連携して、企業が抱える課題や人材育成ニーズに対応した訓練を実施します。

訓練受講までの流れ
•センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理します。

•相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

• 所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

（2025.12）

※相談内容によっては、少人数からでも受講できるオープンコースのご利用を提案する場合があります。

生産管理、流通・物流、バックオフィス など

・生産現場の問題解決 ・生成ＡＩの活用
・テレワークを活用した業務効率化 など

分野
・

コース

リスクマネジメント、組織力強化、生涯キャリア形成 など

・成果を上げる業務改善 ・リスクマネジメントによる損失防止対策
・作業手順の作成によるノウハウの継承 など

分野
・

コース

営業・販売、マーケティング、プロモーション など

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業手法 ・提案型営業実践 など

分野
・

コース

生産性向上支援訓練 つのポイント３
企業の生産性向上に効果的な知識や技法を習得！

 ・生産管理、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あらゆる産業分野の
 生産性向上に効果的なカリキュラムを用意（全134コース(’26.４月)）
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企業のニーズに合わせたオーダーメイドのコース設定が可能！

 ・自社会議室等を訓練会場とすることが可能（企業に講師を派遣します）

 ・実施日時や訓練時間も調整可能（訓練時間は4～30時間で設定）

 ※従業員１人からでも利用できるオープンコースも実施しています

訓練コースの
コーディネート

課題や方策の整理

訓練受講

受講しやすい料金設定！

 ・受講料は１人あたり2,200円～6,600円（税込）

 ・条件を満たす場合は国の助成金（人材開発支援助成金）を利用可能

（令和6年度実績）

ネットワーク、データ活用、情報発信 など

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・ＳＮＳを活用した情報発信 など

分野
・

コース

（生産性センター紹介ページへ）
～生産性向上人材育成支援センター(生産性センター)は、事業主の皆様の生産性向上に向けた人材育成を支援しています～

受講者数
受講者評価

(業務への役立ち度)
延べ ５９１ 人 ％社利用した企業数 延べ ２２７ ９８

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・生成ＡＩを活用して業務のスピードを高めたい。
・テレワークを導入して業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・ＳＮＳを使って効果的な情報発信をしたい。



利用者の声

（2025.12）

ポリテク鳥取

●ポリテクセンター米子
〒689-3537 鳥取県米子市古豊千520
TEL: 0859-27-5115
FAX: 0859-27-0980

●ポリテクセンター鳥取
〒689-1112 鳥取県鳥取市若葉台南7-1-11
TEL: 0857-52-8805
FAX: 0857-52-8811

ポリテク米子

access７

グッドヒル株式会社 さま
●所 在 地：鳥取県鳥取市 ●業 種：紳士服及び婦人服の製造販売
●利用コース：「ものづくりの仕事の仕組みと生産性向上」●実施時期：令和７年７月

＜事業主の声＞

弊社は、主に紳士物・婦人物の注文服の製造販売を手掛けて65年の製造業です。独自開発の「セ
ルデュースシステム」により、本社ビルにて、受注管理から、デザイン・裁断・縫製・仕上げ・配送までを
一貫推進している企業です。シェアは、国内オーダースーツ生産量の25％を占めております。
時代の変化とともに、企業風土の再構築が必須であり、「生産効率化」「品質管理」「人材育成」に
関して日々課題を感じておりましたところ、ポリテクセンター鳥取様の”生産性向上支援訓練”をご紹介
いただきました。まずは、各部署の中堅層を対象とし、生産性全般に対する基礎的な講義を受講させ
ていただきました。事前打ち合わせにより、弊社の現状に合わせた内容にカスタマイズしていただいたこと
はありがかったです。この訓練については、受講者からも好評を得ており、今後も計画的に人材育成を
図り、生産性向上につなげていきたいと考えているところです。

＜利用者の声＞
私達は、現場（工場）の生産管理を担当しています。今回、生産性向上支援訓練「ものづくりの仕
事の仕組みと生産性向上」のコースを受講させていただきました。
当社でも、従来の業務ラインに変更の必要な案件が急激に増えて、取り組みに時間がかかっており、

新たな“生産性向上”は喫緊の課題だと思っています。『無駄の発見と排除の徹底が生産性向上の
基本であり、その為に、工程を細分化し、現状を正しく見える化すること』が欠かせないと再認識しまし
た。見える化によって、問題が明確になり、改善の優先順序も判断しやすくなるというお話は、自分の
仕事にも応用できると感じました。講義中の「現状維持は後退である。常に改善しなければ企業は存
続できない」この言葉が心に残り、小さな改善を積み重ねる姿勢こそが、強い現場作りにつながること
だと思いました。
今回、初任層から中堅層対象の研修でしたが、講習を通じて、「ものづくりの現場」では、効率を上

げる工夫が常に求められていることが実感できました。自分達の業務においても仲間ともそれぞれの問
題意識を共有しながら「改善の視点」を強めて仕事に向き合い、実行していきたいと考えています。
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